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（文
責
）　

原
田　

浩
明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

対
策
万
全
に

　

３
月
８
日
、
令
和
最
初
の
三

秋
地
区
通
常
総
会
が
、
三
秋
集

会
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
出

席
者
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

登
壇
者
の
み
所
定
の
距
離
を
保

ち
つ
つ
発
言
す
る
時
だ
け
外
す

と
い
う
体
制
で
、
な
る
べ
く
長

時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
各
種
報

告
等
は
要
点
を
絞
っ
て
会
は
進

行
。
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、

総
代
２
名
、
稲
荷
・
水
之
明
各

神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
に
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
旧
役
員
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、

新
役
員
の
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

新型コロナ予防対策での総会

☆
新
役
員
紹
介
☆

　

今
年
度
改
選
と
な
り
ま
し
た

総
代
２
名
の
方
を
ご
紹
介
致
し

ま
す
。
以
下
、
次
の
形
式
に
て

記
載
。

　

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・

年
令
・
趣
味
等　

②
新
年
度
へ

の
抱
負　

③
地
域
新
聞
み
あ
き

に
期
待
す
る
こ
と
或
い
は
思
う

こ
と　

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

①
福
岡
正
統
（
フ
ク
オ
カ
マ

サ
ノ
リ
）・
専
務
総
代
・
62
歳　

②
地
域
資
源
の
発
見
と
活
用
を
目

指
し
て
、
防
災
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
相
互
扶
助
や
つ
な
が
り
が
強

ま
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

③
他
の
地
区
か
ら
入
っ
て

き
た
私
に
と
っ
て
も
色
々
と
参
考

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
定

年
を
む
か
え
て
、
帰
っ
て
来
ら
れ

る
方
、
転
居
し
て
来
ら
れ
る
方
な

ど
に
も
力
強
い
味
方
に
な
っ
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

④
微

力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
御
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
に
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

①
安
井
規
城
（
ヤ
ス
イ
ノ
リ

キ
）・
総
代
・
62
歳
・
５
年
位
前

ま
で
は
、
南
予
の
沖
磯
の
フ
カ
セ

釣
り
に
命
を
懸
け
て
い
た
の
で
す

が
、
会
社
の
仕
事
が
増
え
、
最
近

で
は
無
趣
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
三
秋
は
、
比
較
的
災
害
リ
ス
ク

の
低
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
想
定
外
の
事
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
こ
の

地
域
特
有
の
災
害
は
何
か
、
で
訓

練
を
行
う
事
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活

性
に
関
し
て
の
意
見
は
今
は
白
紙

状
態
で
、
総
代
経
験
を
積
ん
だ
１

年
後
に
は
言
え
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。　

③
県
下
メ
デ
ィ
ア
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
脚
光
を
浴
び
て

い
る
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
限
ら
れ
た
小
さ
な
地
域

で
生
命
線
と
も
い
え
る
『
ネ
タ
』

を
探
す
事
は
容
易
で
は
な
か
ろ
う

事
が
想
像
さ
れ
ま
す
。「
い
つ
の

間
に
か
消
え
て
い
た
」
と
い
う
事

が
無
い
よ
う
、
協
力
で
き
る
所
は

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

④
私
は
現

左から安井新総代、原田区長、福岡新専務総代

職
の
消
防
団
員
で
す
。
皆
さ
ん
の

一
番
大
事
な
財
産
の
一
つ
が
家
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
泥
棒
は
家
ま

で
は
持
っ
て
行
き
ま
せ
ん
。
く
れ

ぐ
れ
も
火
の
元
に
は
気
を
つ
け
て

頂
き
、
我
々
の
出
番
が
無
い
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

集
落
活
性
化
モ
デ
ル
構

築
事
業
成
果
報
告
会

（文
責
）　

原
田　

浩
明

三秋地区の成果報告（第１部）

藤山所長による基調講演（第２部）

パネルディスカッション（第３部）情報交換・意見交換会出席者（第４部）

　

２
年
間
の
集
大
成
と
も
言
う
べ

き
、
愛
媛
県
集
落
活
性
化
モ
デ
ル
構

築
事
業
「
田
園
回
帰
１
％
戦
略
成

果
報
告
会
」
が
、
令
和
２
年
２
月

11
日
（
火
・
祝
）
ピ
ュ
ア
フ
ル
松

山
勤
労
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
報
告
会
は
、
全
部
で
４

部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
部

で
は
、
３
つ
の
モ
デ
ル
地
区
（
伊

予
市
三
秋
、
松
野
町
蕨
生
・
奥
野

川
地
区
、
愛
南
町
緑
地
域
）
が
昨

年
度
作
成
し
た
行
動
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
し
た
今
年
度
の
活
動
実

績
に
つ
い
て
、
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、（
一
社
）
持
続
可

能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
の
藤

山
浩
所
長
が
、「
定
住
と
循
環
実
現

に
向
け
た
地
元
の
進
化
戦
略
」
の

テ
ー
マ
で
、
中
・
四
国
地
方
の
人

口
増
減
の
現
状
や
３
つ
の
モ
デ
ル

地
区
の
人
口
分
析
お
よ
び
将
来
予

測
、
及
び
広
島
・
山
口
県
内
で
取

り
組
ん
だ
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

事
例
や
循
環
型
社
会
を
目
指
す
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
基
調
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
３
つ
の
モ
デ
ル

地
区
の
代
表
者
６
名
が
登
壇
し
、

藤
山
所
長
の
軽
妙
な
司
会
進
行
の

下
、
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
の
活
動

に
対
す
る
手
応
え
や
課
題
等
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
部
で
は
、
３
つ
の
モ
デ
ル
地

区
住
民
を
は
じ
め
、
参
加
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
情
報
交
換
・
意
見
交
換
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し

た
こ
と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
、

ま
た
、
本
事
業
で
知
り
得
た
皆
さ
ん

と
も
、
今
後
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
を
継
続

し
、
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
本
事
業
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん
へ
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
も
応
援
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コロナ禍により本紙も少なからず影響を受け
まして、本号の発刊が当初の予定より２ヶ月遅
れてしまいました。お詫び申し上げます。今年
は、ホタル観賞会も中止となり、例年通りイベ
ントが開催できない状態です。ただ、少しずつ
緩和されている状況の中で、レンコンイベント
は開催出来ればと思っています。開催できる状
況になりましたら Twitter 等で告知しますので
それまで今暫くお待ち下さい。（ひろ）

編   集    後    記

皆さんのお家に古い写真が眠っていません
か？昔の風景やお祭り等、三秋に関する
昔の写真がございましたらご連絡ください。
また、その他の投稿・情報・写真も随時
お待ちしております。 ★みあきの○○〇 ★
私の絶景　etc・・・
お近くの当新聞編集委員もしくは、
メールにてご連絡下さい。
　　　
　　　info.miaki@gmail.com

@Miaki_news

道具の名称：「唐箕(とうみ)」
使用目的：稲，麦，豆類，菜種など
の穀粒の選別。
解説：穀粒に混じっている異物を除
去する農具。箱形の胴につけた羽根
車で風を起こし、その力を利用して
秕 ( しいな )・籾殻 ( もみがら )・ご
みなどを吹き飛ばして、穀粒を下に

第10号のクイズの答え

①クイズの答え（例 ①-1,②-1,③-1）　②住所　③氏名　④年齢
⑤電話番号　⑥本紙の感想など
を明記の上、郵便ハガキもしくはＥメールにてご応募ください。
全問正解者の中から抽選で１名の方に図書カード５００円分を
プレゼントいたします。

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２　
地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切　2020年8月31日（月）必着
当選発表　本紙第12号にて

※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送以外の目的では使用いたしません。

応募方法

　 １　　　　２　　　　３　　　　４
　 3. 原中の山の上にある電波塔の地図記号はどれですか？

　 １　　　　２　　　　３　　　　４
　 2. みかん畑(果樹園)の地図記号はどれですか？

　 １　　　　２　　　　３　　　　４
　 1 .西願寺の地図記号はどれですか？

読者プレゼントコーナー ～三秋にある地図記号クイズ～  
国土地理院発行　２万５千分の１　「上灘」　より

残す。
当選者は松山市の三好さんです。おめでとうございます。

清
流
の
上
で
舞
い
飛
ぶ
蛍
た
ち　
　
か
ず
ゆ
き
和

月
明
り
蛍
の
仮
面
舞
踏
会

な
つ
夏三秋川二本橋付近にて（2020.6.4）

撮影：ヒロ

わたしの絶景

人間の３日分の備蓄は、どれくらい必要なのでしょうか？１日３度の
食事Ｘ３＝９食分、１日３リットルのお水Ｘ３＝９リットルが目安と
言われています。災害時は電気・水道・ガスなどが使えなくなること
もあるので、調理（加熱・お湯）が不要ですぐに食べられること、携
帯しやすく常温で長期保存が出来ることが、非常食を選ぶポイントで
す。このセットは、袋に水を注ぐだけで食べられる３種類の味付けご
飯、３種類の味付け乾パン、栄養バランスの優れたクッキー、ご飯用
の保存水という内容です。これらは５年間の保存（賞味期限）が可能
ですので、当寺院では、今後、毎年12人分（１ダース）づつ購入し続け、
最大60人分（５ダース）の備蓄を常に出来る様に考えています。保存（賞
味）期限がきたセットは、災害訓練等で試食会を実施するなどして消
費していく、「ローリングストック法」という備蓄方法で維持してい
く意向です。このローリングストック法という備蓄方法は、普段の生
活の中で買っているもの、例えば「カップラーメン」等を、日頃から
少し多めに買って備蓄しておき、使った分だけを補充して回していく
という方法で、普段の生活にも無理のない方法として推奨されていま
す。天災は忘れた頃にやって来る。。。と言いますが、ここ近年我国で
は、「想定外」と言われる未曾有の災害が続いおり、県内でも既に発
生しています。もはや、対岸の火事では無いことは明らかです。当寺

９．非常食の備蓄
和尚の小部屋 （文責・玉井　敬信）

　皆さんは、災害が発生した時の準
備を何かしていますか？昨年、当寺
院では『非常食＋簡易トイレのセッ
ト』を 24 人（２ダース）分購入し
ました。このセットは、一人の人間
が、災害発生から３日間を乗り切る
ためのものです。なぜなら、災害発
生から３日間、救助隊は人命救助を
最優先しますし、壊れた道路やライ
フラインが復旧し、その他救助態勢
が整うのが、過去のデータからおよ
そ３日間は必要とされるからです。
つまり、災害が起きてから「３日間
」は、自助努力で生き抜かなければ
ならないのです！それでは、一人の

院に備蓄があるから大丈夫と
いうことではなく、三秋の皆
様にも、普段から無理のない
備蓄への自助努力をお願いで
きれば幸いです。きれば幸いです。



奥に薪ストーブがあるところで取材
　　　　　　　　　（三秋ホール）

Ｑ.社長のお名前と年令は？
西下　健治　61歳
Ｑ.創業はいつ？
1948年
Ｑ.事業内容は？
木材販売、焼杉板（美杉）の製造販売
、住宅資材の輸入、2×4住宅のフレー
ミングパネル製造、木構造建築物の構
造コンサルタント、建築設計、薪スト
ーブ、ウッドデッキなど、木にまつわ

る事業
Ｑ.事業規模と社員は何名？
三秋プレイス（工場と事務所機能等）、双海に加工部工場（本社）と倉
庫　社員数35名
Ｑ.三秋に事業所（工場）を置かれたのはいつから？
2008年の秋、下灘（双海町）から三秋に移動
Ｑ.「三秋の森」という名前にした理由は？
薪ストーブのイメージと”みあき”という音の響きの良さ、そして言葉
がきれいだったので。ちなみに、”みあき”と読んでくる方は割と少な
く、”さんしゅう”と読む方がよくいます。
Ｑ.「三秋の森」とはどんなところ？
共栄木材三秋プレイス内にある一施設で、薪ストーブを販売するとこ
ろです。
Ｑ”三秋プレイス”とは？
いろんなものがある場所という意味。本社は現在も下灘（双海町）に

ファイル２ ～ ストーブショップ三秋の森（株式会社共栄木材　三秋プレイス内）編 ～

三秋の企業にズームイン!!

あります。
Ｑ.三秋に事業所を構えた理由
は？
ご縁ですね。元々土地の所有者
が三秋の方だったからです。
※プチ情報
不定期ですが、今回取材で伺った
三秋ホールでいろんなイベントを
やっているそうです。詳しくは共
栄木材公式ＨＰにて。

　

水
之
明
神
社
境
内
に
、『
奉
納
大

乗
妙
典
六
十
六
部
日
本
廻
國
』
と

彫
ら
れ
た
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
安

山
岩
の
自
然
石
で
、
切
石
積
み
の

台
座
の
上
に
、
上
面
を
ノ
ミ
で
削
っ

た
基
礎
石
に
、
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル

15
セ
ン
チ
、
幅
が
50
セ
ン
チ
の
大
き

さ
で
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
廻
國
塔
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
法
華
経
・
別
名
大
乗
妙
典
（
だ

い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん
）
と
言
わ
れ

る
お
経
を
、
讃
岐
・
阿
波
・
土
佐
な

ど
各
国
一
箇
所
、
全
国
で
六
十
六
箇

所
の
著
名
な
寺
社
に
一
部
ず
つ
納
め

た
巡
礼
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。

　

文
字
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
後
期

の
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）
の
３
月

に
、
伊
与
大
洲
領
三
秋
村
に
住
ん
で

い
た
仙
波
利
左
衛
門
さ
ん
が
祈
願
し

て
建
立
し
た
も
の
だ
と
わ
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
廻
國
は
、
普
通
僧
侶
が

修
行
の
た
め
に
行
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
中
に
は
熱
心
な
在
地
の
信

者
も
い
て
、
利
左
衛
門
さ
ん
も
そ
の

一
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
は
、

全
国
を
廻
っ
て
歩
く
こ
と
は
大
変
な

難
行
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

水之明神社境内入口にある石塔

（文
責
）　

日
山　

貞
治

「六
十
六
部
」っ
て
な
に
？

西願寺の歴史について解説する講師と受講生

水之明神社にて

　
『
命
の
水
』。
我
々
が
生
き
て
い
く

為
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
神

階
の
最
上
位
『
正
一
位
』
を
裁
下
さ

れ
た
祈
雨
の
神
を
祭
る
水
之
明
（
み

ず
の
み
ょ
う
）
神
社
が
、
こ
こ
三
秋

に
鎮
座
す
る
。
そ
の
神
様
が
、
元
々

存
在
し
た
明
神
山
上
か
ら
降
り
て
来

ら
れ
た
も
の
だ
と
聞
く
か
ら
お
も
し

ろ
い
。

　

１
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
、
三

秋
集
会
所
に
集
合
し
た
講
師
及
び
受

講
生
18
名
は
、『
三
秋
を
知
ろ
う
』

を
合
言
葉
に
、
三
秋
地
区
散
策
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
本
日
の
コ
ー

ス
は
、
水
之
明
神
社
→
西
願
寺
→
三

秋
大
池
。Ｒ
３
７
８
号
か
ら
少
し
入

っ
た
場
所
に
位
置
す
る
三
秋
は
、
通

過
点
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伊

予
市
民
で
も
訪
れ
た
人
が
意
外
と
少

な
い
事
に
驚
く
。
と
こ
ろ
が
い
ざ
散

策
し
て
み
る
と
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
物
が
次
々
と
お
出
ま
し
に
な
る
。

　

水
之
明
神
社
で
は
、
陶
器
製
狛
犬

や
鹿
子
ノ
木（
か
ご
の
き
）の
群
生
、

樹
齢
数
百
年
は
あ
ろ
う
か
と
思
し
き

楠
の
大
木
、
稚
児
柱
つ
き
の
鳥
居
、

そ
の
奥
に
は
花
崗
岩
の
柱
が
乱
立
、

も
ち
ろ
ん
拝
殿
の
瓦
に
は
『
水
』
の

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

何
？
何
故
こ
こ
に
？
の
連
発
で
あ

る
。
合
祀
す
る
７
名
の
祭
神
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
り
、
こ
こ
を
が
っ
ち
り

守
っ
て
来
ら
れ
た
歴
史
を
感
じ
る
。

　

美
し
い
石
垣
の
上
に
佇
む
曹
洞
宗

西
願
寺
で
は
、
寺
宝
６
百
巻
の
大
般

若
経
や
江
戸
末
期
三
島
町
金
岡
窯
の

磁
器
と
対
面
。
焼
き
物
文
化
と
の
繋

が
り
に
想
い
を
寄
せ
る
。
ま
た
市
指

定
文
化
財
で
樹
齢
６
百
年
の
ソ
テ
ツ

は
圧
巻
。
本
堂
内
に
飾
ら
れ
て
い
る

戦
前
の
写
真
か
ら
は
、
お
寺
を
囲
む

今
昔
物
語
も
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
は
、
三
秋
大
池
。
数
々
の
大

蛇
伝
説
を
持
つ
こ
の
池
は
、
山
肌
を

回
り
込
む
水
際
の
曲
線
と
木
々
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
三
秋
の
街
並
み

も
眺
め
ら
れ
る
景
観
が
と
て
も
美

し
い
。Ｊ
Ｒ
予
讃
線
が
見
え
隠
れ

し
、
春
に
は
堤
防
が
桜
で
ピ
ン
ク

に
染
ま
る
。
秋
に
な
る
と
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
も
同
じ
よ
う
な
思
い
で
、

こ
の
池
を
愛
し
て
飛
来
し
て
く
る

の
だ
ろ
う
。
是
非
一
度
大
蛇
様
に

お
会
い
し
た
い
も
の
だ
が
、
実
際

は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
聖
地
な
の
だ

ろ
う
と
多
少
現
実
的
な
事
を
考
え

な
が
ら
三
秋
散
策
は
終
了
。

　

道
中
で
ふ
と
眼
に
留
ま
っ
た

事
。
西
願
寺
門
前
に
『
不
許
葷
酒

入
山
門
』
の
碑
。
さ
す
が
自
制
厳

し
い
禅
宗
の
教
え
。
こ
こ
の
ご
住

職
は
さ
ぞ
か
し
お
酒
を
自
制
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
気
の
毒
だ
な
ぁ
と
同

情
し
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
講
座
を
通
じ
、
三
秋
フ

ァ
ン
が
増
殖
中
。
三
秋
だ
～
い
好

き
。

（文
責
）　

吉
田　

克
浩

ミ
ュ
ゼ
自
由
大
学

タ
ウ
ン
・ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　

講
座　

ｉ
ｎ　

三
秋

令和元年下三秋組の亥の子 令和元年折戸組の亥の子 昭和５５年の亥の子
　

今
回
の
今
昔
物
語
は
、「
亥
の
子

」
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ
写
真
は
昭
和
55

年
11
月
に
撮
ら
れ
た
も
の
。
撮
ら
れ

た
場
所
は
後
ろ
の
背
景
か
ら
お
そ
ら

く
Ｊ
Ｒ
の
旧
三
秋
信
号
所
辺
り
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
写
っ
て
い

る
子
供
た
ち
は
撮
ら
れ
た
場
所
か

ら
、
当
時
の
端
組
の
子
ど
も
た
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
カ
ラ

ー
写
真
は
昨
年
（
令
和
元
）
11
月
、

折
戸
・
下
三
秋
両
組
で
行
わ
れ
た
と

き
の
も
の
で
す
。
今
も
昔
も
変
わ
ら

ぬ
こ
の
伝
統
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
守

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

み
あ
き
今
昔
物
語

種レンコンの掘り出し作業掘り出した種レンコン

コ
ン
を
掘
り
出
す
作
業
で
あ
る
。

レ
ン
コ
ン
の
節
か
ら
出
て
い
る
芽

を
折
ら
な
い
よ
う
ま
た
、
レ
ン
コ

ン
自
体
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
慎
重

に
掘
り
出
す
。
こ
の
種
レ
ン
コ
ン

の
状
態
次
第
で
、
今
後
の
生
育
が

左
右
さ
れ
る
さ
れ
る
と
い
っ
て
も

よ
い
。
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
何
と
か
目
標
の
量
を
掘
り
出

す
こ
と
に
成
功
し
た
。

◆
今
年
の
出
来
を
左
右
す
る
？

　

４
月
16
日
レ
ン
コ
ン
フ
ァ
ー
ム

三
秋
に
て
、
種
レ
ン
コ
ン
掘
り
が

行
わ
れ
た
。
昨
年
11
月
の
収
穫
イ

ベ
ン
ト
後
、
次
年
度
用
に
と
確
保

し
て
お
い
た
区
域
か
ら
、
種
レ
ン

芽を折らないよう慎重に

◆
大
き
く
な
～
れ
・
・
・

　

４
月
19
日
、
３
日
前
に
掘
り
出

し
た
種
レ
ン
コ
ン
を
レ
ン
コ
ン
フ

ァ
ー
ム
内
に
植
え
付
け
て
い
く
作

業
が
行
わ
れ
た
。
そ
も
そ
も
レ
ン

コ
ン
は
、
地
下
で
ど
ん
ど
ん
枝
分

か
れ
し
て
い
く
の
で
、
生
長
具
合

を
想
定
し
て
十
分
に
間
隔
を
あ
け

な
が
ら
植
え
て
い
く
。
ま
た
、
水

田
の
よ
う
に
水
を
張
っ
た
状
態
の

畑
で
あ
る
た
め
、
押
し
込
み
な
が

ら
植
え
こ
ん
で
い
か
な
い
と
水
面

に
浮
い
て
き
て
し
ま
う
。
だ
が
、

そ
の
押
し
込
み
具
合
が
強
す
ぎ
る

と
せ
っ
か
く
の
芽
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
慎
重
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
な
か
な

か
気
の
は
る
作
業
で
あ
る
。

除草前（before)除草後（after)

◆
途
中
の
管
理
が
大
事
で
す
！

　

レ
ン
コ
ン
の
芽
が
伸
び
出
し
て

き
た
５
月
の
終
わ
り
頃
、
ウ
キ
ク

サ
な
ど
の
雑
草
も
ま
た
同
じ
よ
う

に
伸
び
て
き
て
お
り
、
レ
ン
コ
ン

畑
全
体
を
覆
い
つ
く
さ
ん
と
す
る

勢
い
。
こ
れ
ら
の
雑
草
を
取
り
除

か
な
い
と
、
今
後
の
生
育
に
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、

６
月
５
日
、
有
志
数
人
が
集
ま

り
、
畑
内
の
一
斉
除
草
が
行
わ
れ

た
。
作
業
は
困
難
を
極
め
、
特

に
、
取
り
除
い
た
雑
草
を
畑
の
外

に
出
す
作
業
は
、
水
を
多
く
含
ん

で
い
て
非
常
に
重
く
、
ま
た
足
元
も

悪
い
た
め
、
大
変
な
重
労
働
。
そ
れ

で
も
黙
々
と
作
業
す
る
こ
と
７
時

間
、
畑
内
の
雑
草
は
ほ
ぼ
取
り
除
か

れ
、
良
質
な
レ
ン
コ
ン
が
育
つ
環
境

に
整
っ
た
。
夏
に
は
、
大
き
な
蓮
の

花
が
咲
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に

      

向
け
て
準
備
開
始

（文
責
）　

原
田　

夏
子

空
き
家
の
活
用
で

　
　

三
秋
を
元
気
に
！

　

令
令
和
２
年
２
月
15
日
、
伊
予

市
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
い

よ
り
ん
』
の
移
住
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

冨
田
敏
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
向
け

た
出
張
勉
強
会
」
を
三
秋
集
会
所

に
て
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
民
間

に
よ
る
移
住
受
け
入
れ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
『
い
よ

り
ん
』
に
つ
い
て
の
説
明
あ
り
、

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
受
け

入
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
図

解
を
交
え
て
解
説
。
冨
田
さ
ん
自

身
、
東
京
か
ら
の
移
住
者
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
実
体
験
を
交
え
た

大
変
分
か
り
や
す
い
お
話
で
し

た
。

　

昨
今
、
三
秋
地
区
内
で
も
空
き

家
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
老
朽
化

が
進
み
、
維
持
管
理
が
大
変
に
な

る
と
共
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

火
災
等
の
災
害
の
原
因
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
空
き
家

を
賃
貸
や
売
却
で
活
か
す
こ
と

で
、
地
域
が
元
気
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
空
き
家
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
伊
予
市
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
『
い
よ
り
ん
』
へ
。
空
き

家
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
０
・

５
２
３
８
・
４
６
４
３
）
ま
た
は
、

http://iyorin.jp

へ
ア
ク
セ
ス
。

移住カウンセラー冨田さん（中央白いTシャツ）

スライドを使って分かりやすく解説

（文
責
）　

原
田　

浩
明

明
神
山
古
道
整
備
隊

　
　
　
　

南
予
へ
行
く

～
安
全
な
整
備
に
向
け
て

　
　
　
　

準
備
を
開
始
～

２日目の伐採実習の様子

1日目の座学の様子

　

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
２
日

間
、
愛
媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン
タ

ー
南
予
お
よ
び
西
予
市
城
川
町
高

川
に
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
払

機
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ
、
我
が

明
神
山
古
道
整
備
隊
３
名
も
参
加

し
ま
し
た
。
菊
地
林
業
・
愛
媛
県

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
長
の
菊
池

俊
一
郎
さ
ん
が
講
師
と
し
て
、
１

日
目
は
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
刈
払

機
の
安
全
な
使
い
方
」
に
つ
い
て

の
座
学
を
、
２
日
目
は
、
座
学
の

内
容
を
踏
ま
え
て
の
実
習
と
い
う

こ
と
で
、
実
習
林
に
て
受
け
口
・

追
い
口
づ
く
り
を
行
い
、
実
際
に

伐
採
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
明
神
山
古
道

整
備
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。




